
別紙様式第１　様式２－１

令和３年度地域少子化対策重点推進交付金 実施計画書 （市町村分）

都道府県名 山口県

直近の実績 備考（統計時点等）

合計特殊出生率 1.45 人口動態統計特殊報告（平成25年～平成29年）

婚姻件数 41 田布施町　令和元年度実績（別居婚も含む）

婚姻率 2.78 田布施町　令和元年度実績に基づく

自 治 体 名 田布施町 自治体コード： 353434

事 業 名 田布施町結婚新生活支援事業
対象経費支出
予定額　※(注)１

1,200,000 円

実 施 期 間 交付決定日 ～ 令和4年3月31日

地域の実情と課題（これま

での自治体における少子化対策の
取組全体及びその効果検証等から
浮かび上がった地域の実情と課題に

ついて記述）　※（注）２

田布施町においては、新たに「第2期　田布施町子ども・子育て支援事業計画」を策定し、総合的に施策に取組んでい
ます。加えて、現在、「第２期　田布施町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定中であり、その中でこれまで取組んで
きた少子化対策を更に継続し、加えて、新たな少子化対策も検討しています。
この中で、本町は平成27年度国勢調査による未婚率は30歳から34歳男性で54.1％、35歳から39歳は38.6％と全国平
均や山口県の数字より高くなっており、一方で女性の未婚率は同じ年代での未婚率は全国平均や山口県の数字より
低くなっています。このことから、男性の方により未婚に至る原因が推測され、その一つとして経済的要因があるので
はないかと推測されます。また、山口県の調査ですが、独身の理由の一つに経済的理由となる者が20％を超えていま
す。
その結果の一つの表れとして本町における出生数が急速に減少しており、平成11年から平成21年まで120人から140
人の間で推移していた出生数が、平成21年に130人記録してから、令和元年度は67人と半減しており、これまでとは異
なる危機感が町内で生じています。
その為、これまで以上に効果的な施策が求められています。

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本事業の位置付
け　※（注）３

田布施町は「田布施町まち・ひと・しごと総合戦略」において、「Ⅱ．出生率の低迷による継続的な人口減少の流れ変え
る！」という視点を踏まえ、基本目標として「結婚・出産・子育て環境の整備」とし、地方創生の取組を進めてきました。
出産時においては、産科医師確保のための病院への補助、産前産後サポートとして産後ケア事業等を新たに取組
み、子育て支援として乳幼児医療費助成制度の所得制限の一部撤廃や対象年齢の拡大、子育てアプリの導入、子育
て世帯に対する住宅取得応援事業等に新たに取組んできました。その中で結婚における支援としては、近隣市町と共
同で開催している婚活イベントに取組んでおり、本事業はその結婚へ至らない原因の一つである経済的負担を少しで
も取り除く為の事業として位置づけています。

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標※（注）４

田布施町結婚新生活支援事業　支給世帯実績　50件（R3～R7）
田布施町結婚新生活支援事業　年齢要件該当件数　20件（R7）

参考指標　※（注）５

１　重点支援事業
対象経費

支出予定額 0 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

２　優良事例の横展開支援事業
対象経費

支出予定額 0 円

（１）　結婚に対する取組
対象経費

支出予定額 0 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

（２）　結婚、妊娠・出産、乳児期を中心とする子育てに温かい
社会づくり・機運の醸成の取組

対象経費
支出予定額 0 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

事業内容



個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

個別事業名
対象経費

支出予定額 円

３　結婚新生活支援事業
対象経費

支出予定額 1,200,000 円

個別事業名 田布施町結婚新生活支援事業

上記「事業内容」について、
「地方創生推進交付金」の
申請の有無※（注）６

無


